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１０－１	九州地方とその周辺の地震活動（2010 年 5 月～ 2010 年 10 月）
	 Seismic Activity in and around the Kyushu District (May 2010 - October 2010)

気象庁 福岡管区気象台
Fukuoka District Meteorological Observatory, JMA

今期間，九州地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 37 回，M5.0 以上は 3 回発生した．このうち
最大は，2010 年 6 月 13 日に奄美大島北西沖で発生した M5.2 の地震である．

2010 年 5 月～ 2010 年 10 月の M4.0 以上の地震の震央分布を第 1 図（a）及び第 1 図（b）に示す．
主な地震活動は以下のとおりである．

（1）国東半島の地震（M4.7，最大震度 3，第 2 図）
2010 年 5 月 13 日に，国東半島の深さ 90km で M4.7 の地震（最大震度 3）が発生した．発震

機構解は北北東－南南西方向に張力軸を持つ型で，フィリピン海プレート内部で発生した地震で
ある．

2000 年 10 月以降，今回の震源付近では，2006 年 9 月 26 日の M5.3 の地震（最大震度 4）をは
じめ，M4.0 を超える地震が数回発生している．

（2）奄美大島北西沖の地震活動（第 3 図，第 4 図）
2010 年 5 月 16 日早朝から奄美大島北西沖でやや活発な地震活動があった．5 月 16 日 21 時 35

分には奄美大島の北西約 70km で M5.0 の地震（最大震度 2，第 3 図）が発生した．
2010 年 6 月 13 日に，奄美大島の北西約 70km で M5.2 の地震（最大震度 3，第 4 図）が発生した．

発震機構は北北西 - 南南東方向に張力軸を持つ正断層型である．
この地震の震央付近では，5 月 16 日からやや活発な地震活動が継続していた．5 月中の地震活

動のやや東北東側で発生した．
1997 年 10 月以降，今回の地震活動の西側では，2003 年 9 月 28 日の M6.0 の地震（最大震度 2）

を最大とする地震活動や本年 3 月 15 日の M5.2 の地震（最大震度 1）を最大とする地震活動があっ
た．

1923 年 8 月以降，今回の地震活動の周辺では，1960 年 5 月 18 日に M6.5 の地震（最大震度 4）
が発生している．



－ 340 － － 341 －

第 1 図（a）　九州地方とその周辺の地震活動（2010 年 5 月～ 7 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）
Fig. 1 (a)　�Seismic activity in and around the Kyushu district (May 2010 – July 2010, M ≧ 4.0, depth ≦

700 km).
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九  州  地  方  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  (  2  0  1  0  年  ５  月  ～  ７  月  、  M  ≧  4  .  0  )  

         気  象  庁  作  成  　  
(  福  岡  管  区  気  象  台  )  　  

図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  4  .  0  以  上  ・  海  域  M  5  .  0  以  上  　  
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第 1 図（b）　つづき（2010 年 8 月～ 10 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）
Fig. 1(b)　�Continued (August 2010 – October 2010, M ≧ 4.0, depth ≦ 700 km).
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九  州  地  方  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  (  2  0  1  0  年  ８  月  ～  2  0  1  0  年  1  0  月  、  M  ≧  4  .  0  )  

         気  象  庁  作  成  　  
(  福  岡  管  区  気  象  台  )  　  

図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  4  .  0  以  上  ・  海  域  M  5  .  0  以  上  　  
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気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月１日～2010 年５月 31 日、 
 M≧4.0、深さ０～170km） 

５月 13 日 国東半島付近の地震 

震央分布図（1997 年 10 月１日～2010 年５月 31 日、 
 M≧2.0、深さ 20～170km） 

今回の地震 

ａ 

領域ｂ内の地震活動経過図 

（深さ０～170km） 

今回の地震 

ｂ 

 1923 年８月以降の活動を見ると、今回

の地震の震央付近（領域ｂ）では、M4.0

を超える地震が時々発生している。最近の

M6.0 を超える地震としては、1983 年８月

26 日に深さ 116km で M6.6 の地震（最大震

度４）、2006 年６月 12 日に深さ 145km で

M6.2 の地震（最大震度５弱）が発生し、

2006 年の地震では負傷者８人、住家一部

破損５棟の被害を生じた（総務省消防庁に

よる）。 

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

（深さ 20～170km） 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

平成 13 年（2001 年）
芸予地震 

2010年５月13日 20時 01分に国東

半島付近の深さ 90km で M4.7 の地震

（最大震度３）が発生した。発震機

構は北北東－南南西方向に張力軸を

持つ型で、フィリピン海プレートの

内部で発生した地震である。 

今回の地震の震源周辺（領域ａ）

では、ほぼ定常的に地震活動があり、

M4～5 程度の地震が時々発生してい

る。最近では 2006 年６月 12 日に深

さ 145km で M6.2 の地震（最大震度５

弱）、2006 年９月 26 日に深さ 70km で

M5.3 の地震（最大震度４）が発生し

ている。いずれも沈み込むフィリピ

ン海プレートの内部で発生した地震

である。 

今回の地震 

Ａ Ｂ 

気象庁はこの地震に対して〔伊予灘〕で情報発表した 

フィリピン海プレート内部の地震、M4.7、最大震度３ 

第 2 図	 2010 年 5 月 13 日 国東半島の地震
Fig. 2	 The earthquake Kunisaki Peninsula on May 13, 2010.
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震央分布図（1997 年１月１日～2010 年６月５日、

 M≧2.5、深さ０～80km） 

深さ０～25km の地震を濃く表示。 

発震機構は気象庁による CMT 解である。 

 2010年５月 16日早朝から奄美大島北西沖

でやや活発な地震活動があった。最大の地震

は16日21時35分に発生したM5.0の地震（最

大震度２）である。また、震度１以上を観測

する地震が９回発生した。６月５日現在、活

動は徐々に収まってきている。 

 1997 年１月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央周辺（領域ａ）は周囲に比べて地

震活動が比較的活発な場所である。 

今回の地震の震央近傍では 1997 年４月に

も M5.0 以上の地震２つを含む活動があった

（1997 年４月は、今回の活動期間に比べて

検知能力や震源決定精度がやや劣っている

ため、地震の数や震央の広がりについて単純

な比較はできない）。 

領域ａ内の地震活動経過図 

（1997 年１月１日～2010 年６月５日、M≧2.5）

領域ａ内の震央分布図（1997 年１月１日～2010 年６月５日、

M≧2.5、深さ０～25km） 
2010 年１月以降の地震を濃く表示。 

発震機構は気象庁による CMT 解である。 

ｂ 領域ｃ内の地震活動経過図、回数積算図

（1997 年４月５日～４月 26 日、M≧2.0）

ａ 

屋久島

今回の 

地震活動 

今回の地震 

奄美大島

沖縄本島 

ｃ 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図

（2010 年５月 15 日～６月５日、M≧2.0）

５月 16 日以降 奄美大島北西沖の地震活動 

最大 M5.0、最大震度２ 

第 3 図	 2010 年 5 月 16 日以降の奄美大島北西沖の地震活動
Fig. 3	 Seismic activity northwest off Amamiosima Island from May 16, 2010.
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気象庁作成 

 
震央分布図（1997 年１月１日～2010 年６月 30 日、

 M≧2.5、深さ０～80km） 

深さ０～25km の地震の震源を濃く表示。 

発震機構は CMT 解である。 

 2010 年６月 13日 00時 44分に奄美大島北

西沖で M5.2 の地震（最大震度３）が発生し

た。発震機構（CMT 解）は北北西－南南東方

向に張力軸を持つ正断層型であった。 

今回の地震の震源近傍では、今年５月 16

日から地震活動が活発化していた。今回の地

震を含む一連の活動では、活動領域が徐々に

東に移動した。 

 1997 年１月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央周辺（領域ａ）は周囲に比べて地

震活動が比較的活発な場所である。今回の地

震の震央近傍では1997年４月にもM5.0以上

の地震２回を含む活発な活動があった。 

領域ａ内の地震活動経過図 

（1997 年１月１日～2010 年６月 30 日、M≧2.5）

領域ａ内の震央分布図（1997 年１月１日～2010 年６月 30 日、

M≧2.5、深さ０～25km） 
2010 年１月以降の地震の震央を濃く表示。 

発震機構は CMT 解である。 

ｂ 

ａ 

屋久島

今回の地震

今回の地震

奄美大島 

沖縄本島 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図

（2010 年５月 15 日～６月 30 日、M≧2.0）

領域ｂ内の時空間分布図（東西投影） 

（2010 年５月 15 日～６月 30 日、M≧2.0）

５月の地震活動 

東 

 

 

西 

６月 13 日 奄美大島北西沖の地震 

正断層型、M5.2、最大震度３ 

第 4 図	 2010 年 6 月 13 日 奄美大島北西沖の地震
Fig. 4	 The earthquake northwest off Amamiosima Island on June 13, 2010.
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